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　漁師さんを含め、大槌町では、現在もなお約 3,500
人もの方が仮設住宅で暮らしています。震災前の人
口は約 16,000 人でしたが、現在は約 12,500 人です。
復興支援のために横浜市からは２名の職員を派遣
しています（２面参照）。大槌町の町長をはじめ職員
もお亡くなりになられた方が多く、現地の職員 127
名と 165 名の派遣職員で町役場を運営しています
が、副町長さんからは職員の人数が足りないとお話
をお伺いしました。人口減少により雇用はあるが働
き手がいないことや資材の高騰による事業費の拡
大、公営住宅整備の遅れなど課題も多く、復興支援
に今後とも注視しなければならないと思いました。
　大槌高校吹奏楽部と希望ヶ丘高校吹奏楽部は震
災後に交流が始まり、大槌高校の生徒さんは二度も
希望ヶ丘高校で演奏してくれました。今回の訪問で
は校長先生にも面会でき、私も母校の同窓会の理事
として両校の交流を深めることができました。
　
　４年前の統一地方選挙は東日本大震災直後でし
たので、市民の皆様の関心は被災地の復興や防災対
策でした。私も横浜市の被災地支援の取組みや計画
停電の情報をお伝えさせていただいたことを覚え
ていますが、時間が経つにつれて被災地への関心は
薄れているように感じます。今回の訪問を通じて、
被災地の復興なしに日本の発展はないことを改め
て心に誓いました。そして、被災地の復興支援は、現
地を訪問したり寄付することのほか、実は、私たち
が自分の仕事をがんばることが復興につながるも
のと思います。現地での八重樫選手の人気は絶大で
した。八重樫選手もチャンピオンに復帰することが
多くの被災地の方を勇気づけることになると思い
ます。私たちも毎日をがんばりましょう！

　　　　　　　　　　横浜市会議員  古川なおき

　　

　

皆様お元気ですか！
　４月に行われた横浜市会議員選挙では、17,866 名
もの方々に投票いただき、当選することができまし
た。この結果に奢ることなく、変わらずにがんばって
まいりますので、よろしくお願い致します。

　今回の横浜市会議員選挙の旭区投票率は 44.46％
で、前回より 3.59％下がりました（今回選挙の旭区
の有権者数は男女合計で 203,561 人、その 3.59％は
約 7,300 人になります）。横浜市の平均も 42％で、投
票率が低かったことは横浜市内全体的なことでした
が、より良い社会にするためにも、私を含め政治に関
わっている者は、低投票率の結果を謙虚に受け止め
なければならないと思います。若い世代の投票率が
低い状況の中、来年の参議院選挙から初めて 18 歳選
挙権が実施されますので、高校生にも民主主義や社
会の仕組みをわかりやすく教育しなければなりませ
ん。少子高齢化が急速に進む中、選挙に参加すること
を通じて自ら社会を担って行く意識を若い世代の方
に持ってほしいと思います。

　選挙後には、横浜市会定例会や自民党市連大会も
開催され、議会では政策・総務・財政委員会の委員
長に、自民党横浜市連では総務会長に就任しました。
いずれも重責を担うことになり、今まで以上に精進
してまいります。

○大槌町を訪問
　先日、ボクシングの八重樫選手（岩手県北上市出
身）や大槌町へ漁船「瀬谷丸」を寄贈した「三陸沖に瀬
谷丸を !」実行委員会（露木会長）のメンバーと一緒
に募金活動を行い、岩手県大槌町を訪問し、新おおつ
ち漁協の漁師さんへ漁船「瀬谷丸」で使用するライト
を寄贈させていただきました。旭区内読売新聞販売
店各社様の多大なるご支援に対しましても、この場
をお借りして御礼申し上げます。
　現地では、夜明け前の午前３時半に瀬谷丸に乗船
し、定置網漁を見学させていただきました。漁船は雨
でも雪でも日曜日以外は毎日出航しています。普段
当たり前のように食べている魚ですが、実際に漁の
現場を体験すると、漁師さんに対する感謝の気持が
足りないと感じました。

選挙後の活動報告

▲新おおつち漁協の皆様と瀬谷丸船上にて



☆長期派遣の内訳 （２０名 ：派遣期間 H27.4 ～ H28.3）

派遣先　　　　　　　人数　　職種内訳　　　　　　　　　主な業務

宮城県山元町　　　８名　　事務職２名　 ・ 上下水道施設の復旧業務　

　　　　　　　　　　　　　　　　　技術職６名　 ・ 新市街地整備、 災害公営住宅整備等

宮城県多賀城市　　　１名　　事務職１名　 ・ 道路等公共施設の災害復興業務

宮城県塩竃市　　　１名　　技術職１名　 ・ 漁港の災害復旧業務、 設計　等

宮城県石巻市　　　３名　　事務職２名　 ・ 復興の企画立案、 建築確認検査、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術職１名　　　税務等

宮城県気仙沼市　　２名　　事務職２名　 ・ 被災文化財の保護事務、 税務等　

宮城県南三陸町　　２名　　技術職２名　 ・ 水道施設災害復旧事業　等

岩手県大槌町　　　　　２名　　事務職２名　 ・ 災害公営住宅等管理事務、 総合政策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の企画立案等

石巻地方広域　　　１名　　技術職１名　 ・ 水道施設災害復旧事業　等

水道企業団

合計　　　　　　　　　２０名　　事務職９名･技術職１１名　

　東日本大震災の被災地
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様々な支援にあたります。

横浜市は平成２７年度も被災地へ長期の職員派遣を行っています

★地域のお悩み解決隊★☆政務調査員･塚本☆による報告

　去る５月３０日、永田町の自民党本部にて政策プ
レゼンコンテスト全国大会が開催されました。古川
レポート 127 号でもご報告をさせていただきました
が、私が神奈川県代表として選ばれ、このたび出場
して参りましたのでその様子をご報告いたします。
　このコンテストは、自民党の青年局が中心となり
４５歳以下の政策を全国から公募、昨年までに各都
道府県にて予選会と本部選考が行われ全国の上位１
０人による決勝大会が先日行われました。
　私は『大都市圏における地産地消の推進について』
というテーマで発表をさせていただきました。なぜ
このテーマを選んだかというと、私自身が旭区内の
農家の方のところで農業体験やお話を伺ってきた経
験から、一口に農業問題と言っても地方の大規模農
家と横浜のような都市農家との間では直面している
課題が随分と違うこと、またそれにも関わらず、地
方の農家の声を中心に我が国全体の農業政策が進め
られているように感じ疑問を抱いたからです。具体
的には都市部ならではの高い相続税の問題や、就農
者の高齢化の問題を取り上げ、税制の改革や、学生
インターンを活用した援農支援策を提案させていた
だきました。
　私以外の発表者は、子育て支援や母子家庭支援、
また過疎地域の漁業支援など、さすがは全国大会と
あって、現在我が国が直面している様々な問題点に
対する内容の濃い提言がなされており、発表者も現
職の県議会議員や大学の研究者、弁護士などそれぞ
れの分野の専門家が集まっていました。
　さて、いよいよ私の順番になり、テレビのニュー
スなどで目にしたことがあるその舞台上へと足を進
めて行きました。登壇すると 300 名定員のホールは
ほぼ満席、前が見えないほどに向けられたスポット

ライト、そして観客席には私以上に緊張した面持ち
で見守る古川なおき。
　私は農政の専門家でもなければ、何か特別な資格
を持っているわけでもありません。それでも政治に
携わる者のひとりとして自ら地域を歩き、体験し、
肌で感じた都市農業の現状を伝えたい、その思いだ
けで旭区内の農家の方々の顔をひとりひとり思い浮
かべながら丁寧に発表をさせて頂きました。
　そしていよいよ結果発表、最優秀賞には惜しくも
１点差で及びませんでしたが政務調査会長賞を受賞
することができました！
　日頃より都市農業の課題についてご意見やご指導
いただきました皆様にはこの場を借りて感謝申し上
げますとともに、これからも政務調査員として地域
の問題の発見と解決に向け精一杯努力して参りま
す。古川なおきはもちろんのこと、政務調査員塚本
勇太の活躍もご期待下さい！！

File５　続・政策コンテスト！

▼賞状と盾

全国で３位！政務調査会長賞を受賞！

横浜市会議員 古川なおきの政務調査報告          　【古川なおきレポート／第１３０号】　  　　　2015年６月１５日　　　　

～地産地消について考える～

先日、旭区内の農家さんの田んぼの代掻き体験をさせていただきました。代掻き

え前の水をはった田んぼの中を耕運し整地する作業のことで、田植え前の大切な作業のひ

う動きが各地で活発化しており、横浜でも地元の食材にこだわったレストランが

めるようになってきました。

古川なおきが所属する自民党横浜市会議員団でも横浜ブランドの確立を骨子とした地産

地消・食育条例の上程が検討されています。

ところで、皆さんは神奈川県の食料自給率はどれくらいかご存知でしょうか？

平成 23 年度の農林水産省の都道府県別統計によりますと神奈川県の自給率は

ースで２％と、国内全体の 39％と比べて大きく下回った数字です。ちなみに農業が主産業

である北海道の同年の自給率は 191％です。

神奈川県は政令指定都市３市を有する大都市ですからこの数字は当たり前の結果ではあ

るかもしれませんが、地産地消の推進を考えるならば、大都市における農業の活性化が必須

の課題と言えるのではないでしょうか。

都市農業の課題は様々あり、前述の代掻きの事例からも分かるとおり生産コストが地方

より高いこと、営農者の高齢化問題や、固定資産税、相続税の問題など営農者だけでなく

や地方、そして農協ら関係団体が一丸となって考えなければならない問題も多々あると思

います。

一方、農家の方からは安定的な供給先が約束されていないことや肥料などの使用に際し

て臭気等に対する住民理解が得られないことなどへの不安の声も聞こえてきます。

地産地消を推進する上で今日から私たちができること、それはできる限り地元産の食品

を手にすること、そして農業を尊重し理解を深めることが重要なのではないかと感じまし

た。

● 旭区内で地元の農作物が手に入る「ハマッ子直売所」

・メルカート都岡店

・南万騎が原店

● その他個人の直売所の情報はコチラ

みなさまのご意見をお待ちしています！

古川なおき政務調査事務所
〒241-0825 横浜市旭区中希望が丘 199-1

希望ヶ丘駅より徒歩６分

FAX：045-366-9700 / TEL:391-4000
E-Mail：jm@furukawa2002.com
　

お気軽にご連絡ください。


